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収能力という概念の嚆矢となった Cohen & Levinthal(1990)を出発点とし、吸収能力を最概





社外の知識の獲得に影響を与えるという Zahra & George(2002)の示唆を踏まえ、3 つの具
体的な研究課題が導き出された。 
第 1 の研究課題は、既存企業と新興企業の企業間関係を考察することである。第 2 の研
究課題は、技術変化が社外の知識の獲得に与える影響である。第 3 の研究課題は、既存企
業による社外の知識の探索である。 



















件数は年々増加していった。M&A が増加した結果、バイオベンチャーや VC は、事業活動














































の影響を与える」という 2 点である。 








最後に第 7 章では、論文全体のまとめと結論を述べる。まず 1 つ目の課題に対する結論
は、新たな技術パラダイムが次々に登場し、それらが並存するような産業においては、既
存企業と新興企業は競争関係にあるというよりも、むしろ協調関係にあるという点である。
2 つ目の研究課題に対する本論文の結論は、産業に技術変化が起こった時、短期的に見れば、
知識の内部への蓄積が社外の知識の獲得に影響を与える一方で、より長期的に見れば、過
去のネットワーキングによる中心的なポジションが社外の知識の獲得に影響を与える可能
性があるということである。3 つ目の研究課題に対する本論文の結論は、CVC 投資が企業
の技術探索における不確実性を低減させる手段の一つとして有効であるという点である。 
これらの結論からは、大企業がアウトサイド・イン型のオープンイノベーションを実践し
ていく上では、大企業が社外から一方的な知の搾取を行うのではなく、ベンチャー企業（こ
こでは小規模な企業）との関係を形成しながら社外の技術探索を行うことが重要であると
いうことが示唆された。換言すれば、オープンイノベーションを志向する大企業は、単に
社外の知識を導入するだけでなく、知識を生む土壌の維持への貢献と自社のパフォーマン
ス向上を両立させるような方策を検討していかなければならない。それが、オープンイノ
ベーション・パラダイムにおいて企業が求められる企業間関係と自社の戦略のマネジメン
トであると言える。 
